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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　二つの船尾部を有し、二つの前記船尾部の間に配置される船底外板部が船尾に向けて傾

斜を持って立ち上がる双船尾船に設ける船尾船底スラットにおいて、

前記船底外板部に間隙を持たせて沿わせ、前縁を船底基線又は前記船底基線より上方に位

置させて配置するスラット板と、

前記スラット板を前記船尾部の間に設ける取付手段と

を備え、

前記スラット板を、平板の単板構造又は翼型断面の複板構造で構成し、前記船底外板部と

の距離が後縁で前縁より近づくように設け、かつ前記スラット板を連続した構成として二

つの前記船尾部にわたって設け、前記スラット板により前記船底外板部における船底流れ

を加速して前記船底外板部に沿わせて流すことにより前記船底流れの二次元剥離を防止す

ることを特徴とする船尾船底スラット。

【請求項２】

　前記スラット板の前記前縁を、前記船尾部のプロペラ軸よりも下方に配置することを特

徴とする請求項１に記載の船尾船底スラット。

【請求項３】

　前記スラット板を、前記平板を曲げた曲がり板の単板構造又は翼型断面の厚さの中心線

が曲線である翼型の複板構造で構成し、前記単板構造の凸面又は前記複板構造の翼型断面

の厚さの中心線の凸側の面を前記船尾側として設けることを特徴とする請求項１又は請求
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項 ２ に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ス ラ ッ ト 板 の 前 記 前 縁 が 、 前 記 船 底 外 板 部 に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 よ り も 船 首 側 と な

る 位 置 に 、 前 記 ス ラ ッ ト 板 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に

記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 ス ラ ッ ト 板 の 前 記 前 縁 が 、 前 記 船 底 外 板 部 に 沿 う 前 記 船 底 流 れ が ２ 次 元 剥 離 を 起 こ

す 箇 所 よ り も 船 首 側 と な る 位 置 に 、 前 記 ス ラ ッ ト 板 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か

ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ス ラ ッ ト 板 を 、 前 記 船 底 外 板 部 に 沿 う 前 記 船 底 流 れ の 方 向 に 、 複 数 個 設 け る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 取 付 手 段 が 、 二 つ の 前 記 船 尾 部 及 び ／ 又 は 前 記 船 底 外 板 部 に 前 記 ス ラ ッ ト 板 を 固 定

し て 設 け る 固 定 取 付 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載

の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト を 備 え る こ と を 特 徴 と す る

船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 双 船 尾 船 又 は ス プ リ ッ ト ス タ ー ン 船 型 と 呼 ば れ 、 二 つ の 船 尾 部 を 有 す る 船 舶

に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 二 つ の 船 尾 部 を 有 す る 船 舶 （ 以 下 双 船 尾 船 と 称 す ） は ２ 軸 船 の 一 種 で あ る 。 双 船 尾 船 に

関 し て は 、 既 に 多 く の 研 究 が 行 わ れ 、 一 部 に は 実 船 と し て 採 用 さ れ て も い る が 、 就 航 隻 数

は ご く 限 ら れ て い る 。

　 １ 軸 船 で は 一 つ の プ ロ ペ ラ が 負 担 す る 推 力 （ プ ロ ペ ラ 荷 重 度 ） が 過 大 に な り キ ャ ビ テ ー

シ ョ ン が 生 じ る 不 都 合 が あ る 。

　 プ ロ ペ ラ を ２ 軸 に す る 最 大 の 目 的 は 、 ２ 軸 に す る こ と で 推 力 を 分 散 し 、 上 記 プ ロ ペ ラ 荷

重 度 を 下 げ る こ と に よ り 、 プ ロ ペ ラ 効 率 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。 し か し な が ら 、 １ 軸 船

で 最 大 限 に 利 用 し て い る 伴 流 が 通 常 の ２ 軸 船 で は 半 減 し 、 い わ ゆ る プ ロ ペ ラ 船 後 効 率 の 悪

化 に よ り 、 総 合 推 進 効 率 で は １ 軸 船 よ り 劣 る こ と に な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ こ で 、 図 １ ４ に １ 軸 船 の 要 部 側 面 図 、 図 １ ５ に １ 軸 船 の 要 部 断 面 図 、 図 １ ６ に 通 常 の

２ 軸 船 の 要 部 側 面 図 、 図 １ ７ に 通 常 の ２ 軸 船 の 要 部 断 面 図 、 図 １ ８ に １ 軸 船 と 通 常 の ２ 軸

船 に お け る 伴 流 の 等 速 線 図 を 示 す 。

　 １ 軸 船 で は 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 船 体 １ １ ０ の 船 尾 部 １ １ １ に 一 つ の プ ロ

ペ ラ １ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 船 尾 部 １ １ １ 及 び プ ロ ペ ラ １ １ ５ は 、 船 体 中 心 線 １ ２ ０ 上

に 設 け ら れ て い る 。

　 こ れ に 対 し て 、 通 常 の ２ 軸 船 で は 、 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 船 体 １ １ ０ の 船 尾

部 １ １ １ を 挟 ん で 二 つ の プ ロ ペ ラ １ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 船 尾 部 １ １ １ は 、 船 体 中 心 線

１ ２ ０ 上 に 設 け ら れ 、 プ ロ ペ ラ １ １ ５ は 、 船 体 中 心 線 １ ２ ０ に 対 し て 対 称 に 設 け ら れ て い

る 。

　 上 記 の 構 成 に よ る １ 軸 船 及 び 通 常 の ２ 軸 船 に お け る 伴 流 は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 船 体 中

心 線 １ ２ ０ に 近 い ほ ど 大 き く 、 船 体 中 心 線 １ ２ ０ か ら 離 れ る と 小 さ く な る 。

　 １ 軸 船 で は 、 図 １ ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 大 き な 伴 流 の 位 置 に プ ロ ペ ラ １ １ ５ が 配 置 さ

れ て い る の で 、 伴 流 を 最 大 限 に 利 用 し て い る 。
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　 こ れ に 対 し て 、 通 常 の ２ 軸 船 で は 、 図 １ ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 大 き な 伴 流 の 位 置 に プ

ロ ペ ラ １ １ ５ が 配 置 さ れ な い た め 、 伴 流 を 十 分 に 利 用 す る こ と が で き な い 。

　 そ こ で 、 ２ 軸 船 に お い て 、 伴 流 を 利 用 し て プ ロ ペ ラ 船 後 効 率 の 改 善 を 図 る た め 、 船 尾 部

を 左 右 一 対 と し た 双 船 尾 船 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 双 船 尾 船 で は 、 船 型 が 複 雑 に な る こ と で 浸 水 表 面 積 が 増 加 し て 摩 擦 抵 抗 が

増 加 す る と い う 宿 命 的 な 短 所 の ほ か に 、 双 船 尾 間 の 流 れ が 意 外 に 速 く 、 １ 軸 船 並 み の 伴 流

が 得 ら れ な い の が 一 般 的 で あ る 。

　 こ の よ う な こ と か ら 、 双 船 尾 船 は 船 の 幅 が 極 端 に 広 い 、 あ る い は 喫 水 が 浅 く て 大 き な プ

ロ ペ ラ が 装 備 で き な い な ど の 特 殊 な 条 件 に あ る 船 を 除 い て 採 用 さ れ て い な い 。

　 近 年 に な っ て 、 船 内 か ら 推 進 軸 を 船 尾 側 に 出 し て プ ロ ペ ラ を 装 備 す る 通 常 の プ ロ ペ ラ に

替 わ っ て 、 船 尾 に 吊 す よ う に 装 備 す る Ｐ Ｏ Ｄ 推 進 器 が 使 え る よ う に な り 、 双 船 尾 で 最 も 総

合 推 進 効 率 の 良 く な る 場 所 に Ｐ Ｏ Ｄ を 装 備 し よ う と い う 動 き が あ り 、 研 究 レ ベ ル で は 成 果

が 上 が っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 な お 、 本 出 願 人 は 、 船 尾 部 の 船 底 下 面 が 船 尾 端 に 向 か っ て 緩 や か に 上 昇 す る よ う に 傾 斜

し た 船 舶 に お い て 、 船 尾 部 の 後 部 か ら 水 中 に 垂 下 し た ポ ッ ド プ ロ ペ ラ を 備 え 、 水 平 な 船 底

下 面 か ら 傾 斜 し た 船 底 下 面 に 移 行 す る 部 分 で 、 航 行 時 に 水 の 流 れ が 剥 離 を 起 こ さ ず に プ ロ

ペ ラ に 流 入 す る よ う に 、 傾 斜 し た 船 底 下 面 の 前 端 部 に フ ィ ン を 装 着 し た も の を 提 案 し て い

る （ 特 許 文 献 １ ） 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 ポ ッ ド 推 進 装 置 の 前 方 に お け る 船 尾 フ レ ー ム に 、 中 央 部 が 幅 の

狭 い 垂 直 部 を 持 た せ 、 こ の 垂 直 部 の 左 右 両 側 に 整 流 フ ィ ン を 取 り 付 け た も の を 提 案 し て い

る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ３ で は 、 双 船 尾 船 に お い て 、 ス ケ グ 内 部 の 上 昇 流 の 流 れ で フ ィ ン を 利 用

し て 前 進 力 を 得 る と と も に 、 こ の フ ィ ン に よ り ス ケ グ 内 部 の 流 れ を 整 流 し て プ ロ ペ ラ 面 に

流 入 す る 非 対 称 流 れ を 抑 制 し て 、 プ ロ ペ ラ 起 振 力 を 低 減 す る こ と を 提 案 し て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ で は 、 一 対 の 外 回 り プ ロ ペ ラ を 有 す る ２ 軸 船 に つ い て 、 各 プ ロ ペ ラ に

流 入 す る 伴 流 の 分 布 を 改 善 す る フ ィ ン を 設 け る こ と で 推 進 性 能 向 上 用 船 尾 フ ィ ン 付 き ２ 軸

船 を 提 案 し て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ５ で は 、 船 尾 部 の 海 水 浸 水 部 に 、 翼 型 断 面 形 状 を 有 す る 船 尾 部 フ ィ ン を

設 け る こ と で 船 体 抵 抗 低 減 を 図 る こ と を 提 案 し て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ６ で は 、 船 側 平 坦 部 後 縁 近 傍 の 後 方 に て 、 こ の 平 坦 部 後 縁 か ら 船 尾 に 沿

い 、 か つ 外 板 に ほ ぼ 平 行 に 設 け る フ ィ ン を 提 案 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ８ ０ ７ ０ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ５ ５ ０ ５ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ４ ７ ３ ２ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ７ ８ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ０ ８ － １ ７ ５ ４ ７ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 実 願 昭 ６ ２ － １ ９ ４ ６ ９ ２ 号 （ 実 開 昭 ６ ４ － ２ ５ ９ ９ ０ 号 ） の 願 書 に 添 付

し た 明 細 書 及 び 図 面 の 内 容 を 撮 影 し た マ イ ク ロ フ ィ ル ム （ 平 成 元 年 ２ 月 １ ４ 日 特 許 庁 発 行

）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 双 船 尾 船 で は 、 通 常 の プ ロ ペ ラ に 替 わ っ て Ｐ Ｏ Ｄ 推 進 器 を 用 い て も 、 二

つ の 船 尾 部 の 間 に 配 置 さ れ る 船 底 外 板 部 の 流 れ が 意 外 に 速 く 、 伴 流 の 利 用 が 少 な い と い う

点 で は 本 質 的 な 問 題 は 解 決 さ れ な い 。

10

20

30

40

50



(4) JP  5765680  B2  2015.8.19

　 本 発 明 者 は 、 船 尾 の 肥 大 度 を 増 加 さ せ る こ と で 船 底 外 板 部 に お け る 流 れ を 遅 く で き る こ

と に 着 目 し た 。 船 尾 の 肥 大 度 を 増 加 さ せ れ ば 、 伴 流 が 増 加 し て 推 進 効 率 を 向 上 で き る ほ か

、 貨 物 の 積 載 量 も 増 え る と い う 一 石 二 鳥 の 効 果 が あ る 。

　 と こ ろ が 、 二 つ の 船 尾 部 の 間 の 伴 流 を 大 き く し よ う と す る と 、 船 体 中 央 か ら 船 尾 に 向 か

う 船 底 の 傾 斜 を 大 き く す る こ と に な り 、 流 れ が 途 中 で 剥 離 し て 、 い わ ゆ る 死 水 域 が 発 生 す

る 二 次 元 剥 離 が 起 こ り 、 船 体 抵 抗 が 大 幅 に 増 加 し 、 プ ロ ペ ラ の 振 動 も 増 加 す る こ と に な る

。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 な お 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ は １ 軸 船 で あ り 、 二 つ の 船 尾 部 の 間 に 配 置 さ れ る 船 底

外 板 部 の 流 れ が 速 い た め に 伴 流 を 利 用 で き な い と い う 双 船 尾 船 に お け る 課 題 が 生 じ る も の

で は な い 。

　 こ れ に 対 し て 特 許 文 献 ３ は 双 船 尾 船 で あ り 、 二 つ の 船 尾 部 の 間 に 設 け た フ ィ ン で 前 進 力

を 得 る と と も に 、 流 れ を 整 流 す る も の で あ り 、 船 尾 の 肥 大 度 に よ っ て 伴 流 増 加 を 図 る も の

で な い た め に 二 次 元 剥 離 が 生 じ や す い と い う 構 造 で な く 、 フ ィ ン も 二 次 元 剥 離 を 防 止 で き

る も の で は な い 。

　 ま た 特 許 文 献 ４ も 双 船 尾 船 で あ る が 、 フ ィ ン は 伴 流 の 分 布 改 善 を 図 る こ と が で き る 構 成

で あ り 、 こ の フ ィ ン に よ っ て は 二 次 元 剥 離 を 防 止 で き な い 。

　 特 許 文 献 ５ に お け る 翼 型 断 面 形 状 を 有 す る 船 尾 部 フ ィ ン は 、 前 進 方 向 成 分 の 推 力 を 得 る

た め の も の で あ り 、 特 許 文 献 ６ に お け る 外 板 に ほ ぼ 平 行 に 設 け る フ ィ ン は 、 シ ョ ル ダ ー 部

の 剥 離 を 防 止 す る も の で あ り 、 ま た 、 い ず れ も １ 軸 船 で あ り 、 二 つ の 船 尾 部 の 間 に 配 置 さ

れ る 船 底 外 板 部 の 流 れ が 速 い た め に 伴 流 を 利 用 で き な い と い う 双 船 尾 船 に お け る 課 題 が 生

じ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 船 体 中 央 か ら 船 尾 に 向 け て 船 底 が 傾 斜 を 持 っ て 立 ち 上 が る 船 底 外 板

部 に 、 飛 行 機 の 翼 に 装 備 さ れ る ス ラ ッ ト に 類 似 の 付 加 物 を 装 備 す る こ と に よ り 、 双 船 尾 船

の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ

ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 １ 記 載 に 対 応 し た 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て は 、 二 つ の 船 尾 部 を 有 し 、 二 つ の 船

尾 部 の 間 に 配 置 さ れ る 船 底 外 板 部 が 船 尾 に 向 け て 傾 斜 を 持 っ て 立 ち 上 が る 双 船 尾 船 に 設 け

る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て 、 船 底 外 板 部 に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ 、 前 縁 を 船 底 基 線 又 は

船 底 基 線 よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 と 、 ス ラ ッ ト 板 を 船 尾 部 の 間 に 設 け る

取 付 手 段 と を 備 え 、 ス ラ ッ ト 板 を 、 平 板 の 単 板 構 造 又 は 翼 型 断 面 の 複 板 構 造 で 構 成 し 、 船

底 外 板 部 と の 距 離 が 後 縁 で 前 縁 よ り 近 づ く よ う に 設 け 、 か つ ス ラ ッ ト 板 を 連 続 し た 構 成 と

し て 二 つ の 船 尾 部 に わ た っ て 設 け 、 ス ラ ッ ト 板 に よ り 船 底 外 板 部 に お け る 船 底 流 れ を 加 速

し て 船 底 外 板 部 に 沿 わ せ て 流 す こ と に よ り 船 底 流 れ の 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と を 特 徴 と

す る 。 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も

、 二 次 元 剥 離 に よ る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推

進 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ラ ッ ト 板

の 前 縁 を 、 船 底 基 線 又 は 船 底 基 線 よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と に よ り 、 ス ラ ッ ト 板

が 航 行 時 の 抵 抗 と な る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 船 底 外 板 部 と 流 線 が 平 行 で な い 場 合 で も

、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

ま た 、 船 底 外 板 部 に 沿 う 流 れ を 加 速 す る こ と で 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て 、 ス ラ ッ ト 板 の

前 縁 を 、 船 尾 部 の プ ロ ペ ラ 軸 よ り も 下 方 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ２ に 記 載 の

本 発 明 に よ れ ば 、 プ ロ ペ ラ 軸 よ り も 下 方 に お い て 二 次 元 剥 離 が 生 じ や す い た め に 、 二 次 元

剥 離 防 止 効 果 が 高 い 。

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て 、

ス ラ ッ ト 板 を 、 平 板 を 曲 げ た 曲 が り 板 の 単 板 構 造 又 は 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 曲 線 で あ
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る 翼 型 の 複 板 構 造 で 構 成 し 、 単 板 構 造 の 凸 面 又 は 複 板 構 造 の 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 の 凸

側 の 面 を 船 尾 側 と し て 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 船 底

流 れ を 船 底 外 板 部 の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て 、

ス ラ ッ ト 板 の 前 縁 が 、 船 底 外 板 部 に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 よ り も 船 首 側 と な る 位 置 に 、 ス ラ

ッ ト 板 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 二 次 元 剥 離 が 生 じ

や す い 位 置 に 船 底 流 れ を 導 く こ と が で き る 。

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て 、

ス ラ ッ ト 板 の 前 縁 が 、 船 底 外 板 部 に 沿 う 船 底 流 れ が ２ 次 元 剥 離 を 起 こ す 箇 所 よ り も 船 首 側

と な る 位 置 に 、 ス ラ ッ ト 板 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば

、 二 次 元 剥 離 が 生 じ や す い 位 置 に 船 底 流 れ を 導 く こ と が で き る 。

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て 、

ス ラ ッ ト 板 を 、 船 底 外 板 部 に 沿 う 船 底 流 れ の 方 向 に 、 複 数 個 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。 請

求 項 ６ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば 船 底 外 板 部 の 傾 斜 が 大 き い 場 合 や 船 底 外 板 部 が 長

い 場 合 に 、 複 数 個 の ス ラ ッ ト 板 に よ っ て 複 数 箇 所 で 発 生 す る 二 次 元 剥 離 を 効 果 的 に 防 止 す

る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に お い て 、

取 付 手 段 が 、 二 つ の 船 尾 部 及 び ／ 又 は 船 底 外 板 部 に ス ラ ッ ト 板 を 固 定 し て 設 け る 固 定 取 付

構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ７ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 船 底 流 れ の 二 次 元 剥 離

を 防 止 す る た め で あ る た め 、 可 動 取 付 構 造 で あ る 必 要 は な く 、 固 定 取 付 構 造 に よ っ て 安 全

性 を 確 保 し て 二 次 元 剥 離 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。

　 請 求 項 ８ 記 載 に 対 応 し た 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 に お い て は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７

の い ず れ か に 記 載 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ８ に 記 載 の 本 発

明 に よ れ ば 、 船 尾 の 肥 大 度 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 伴 流 が 増 加 し て 推 進 効 率 を 向 上 で き

る ほ か 、 貨 物 の 積 載 量 も 増 え る 船 舶 を 実 現 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、

二 次 元 剥 離 に よ る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進

効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 の 前 縁 を 、 船 底 基 線 又 は 船 底 基 線 よ り

上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と に よ り 、 ス ラ ッ ト 板 が 航 行 時 の 抵 抗 と な る こ と を 防 止 で き

る 。

　 な お 、 ス ラ ッ ト 板 の 前 縁 を 、 船 尾 部 の プ ロ ペ ラ 軸 よ り も 下 方 に 配 置 す る 場 合 に は 、 プ ロ

ペ ラ 軸 よ り も 下 方 に お い て 二 次 元 剥 離 が 生 じ や す い た め に 、 二 次 元 剥 離 防 止 効 果 が 高 い 。

ま た 、 前 縁 を プ ロ ペ ラ 軸 よ り も 下 方 に 配 置 す る こ と に よ り 、 プ ロ ペ ラ 軸 上 部 の 伴 流 分 布 の

改 善 に 役 立 て る こ と が で き る 。 　

ま た 、 ス ラ ッ ト 板 を 、 曲 が り 板 の 単 板 構 造 又 は 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 曲 線 で あ る 翼 型

の 複 板 構 造 で 構 成 し 、 単 板 構 造 の 凸 面 又 は 複 板 構 造 の 翼 型 中 心 線 の 凸 側 の 面 を 船 尾 側 と し

て 設 け る 場 合 に は 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 二 次 元 剥 離 を 有 効 に

防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 を 、 平 板 の 単 板 構 造 又 は 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 直 線 で あ る 対 称 翼

型 の 複 板 構 造 で 構 成 し 、 船 底 外 板 部 と の 距 離 が 後 縁 で 前 縁 よ り 近 づ く よ う に 設 け る 場 合 に

は 、 船 底 外 板 部 と 流 線 が 平 行 で な い 場 合 で も 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 の 方 向 に 導 く こ と が

で き 、 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 を 、 船 底 外 板 部 に 沿 う 船 底 流 れ が 前 縁 よ り 下 流 側 で 加 速 す る よ う に 船

底 外 板 部 に 対 し て 仰 角 を 持 た せ て 設 け る 場 合 に は 、 船 底 外 板 部 に 沿 う 流 れ を 加 速 す る こ と

で 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 の 前 縁 が 、 船 底 外 板 部 に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 よ り も 船 首 側 と な る 位 置

に 、 ス ラ ッ ト 板 を 設 け る 場 合 に は 、 二 次 元 剥 離 が 生 じ や す い 位 置 に 船 底 流 れ を 導 く こ と が

で き る 。
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　 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 の 前 縁 が 、 船 底 外 板 部 に 沿 う 船 底 流 れ が ２ 次 元 剥 離 を 起 こ す 箇 所 よ り

も 船 首 側 と な る 位 置 に ス ラ ッ ト 板 を 設 け る 場 合 に は 、 二 次 元 剥 離 が 生 じ や す い 位 置 に 船 底

流 れ を 導 く こ と が で き る 。

　 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 を 、 船 底 外 板 部 に 沿 う 船 底 流 れ の 方 向 に 複 数 個 設 け る 場 合 に は 、 複 数

個 の ス ラ ッ ト 板 に よ っ て 複 数 箇 所 で 発 生 す る 二 次 元 剥 離 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る

。

　 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 を 、 取 付 手 段 が 、 二 つ の 船 尾 部 及 び ／ 又 は 船 底 外 板 部 に ス ラ ッ ト 板 を

固 定 し て 設 け る 固 定 取 付 構 造 で あ る 場 合 に は 、 船 底 流 れ の 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る た め で あ

る た め 、 可 動 取 付 構 造 で あ る 必 要 は な く 、 固 定 取 付 構 造 に よ っ て 安 全 性 を 確 保 し て 二 次 元

剥 離 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。

　 本 発 明 の 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 に よ れ ば 、 船 尾 の 肥 大 度 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、

伴 流 が 増 加 し て 推 進 効 率 を 向 上 で き る ほ か 、 貨 物 の 積 載 量 も 増 え る 船 舶 を 実 現 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見 た

要 部 斜 視 図

【 図 ２ 】 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 か ら 見 た 要 部 正 面 図

【 図 ３ 】 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図

【 図 ４ 】 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 底 外 板 部 の 肥 大 度 を 説 明 す る た め の 図

【 図 ５ 】 船 底 外 板 部 の 肥 大 度 に よ る 伴 流 速 度 分 布 を 示 す 説 明 図

【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見 た

要 部 側 面 図

【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見 た

要 部 側 面 図

【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見 た

要 部 側 面 図

【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見 た

要 部 側 面 図

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見

た 要 部 側 面 図

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見

た 要 部 側 面 図

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見

た 要 部 側 面 図

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見

た 要 部 側 面 図

【 図 １ ４ 】 １ 軸 船 の 要 部 側 面 図

【 図 １ ５ 】 １ 軸 船 の 要 部 断 面 図

【 図 １ ６ 】 通 常 の ２ 軸 船 の 要 部 側 面 図

【 図 １ ７ 】 通 常 の ２ 軸 船 の 要 部 断 面 図

【 図 １ ８ 】 １ 軸 船 と 通 常 の ２ 軸 船 に お け る 伴 流 の 等 速 線 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 下 方 か ら 見 た 要 部 斜 視

図 、 図 ２ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 を 船 尾 側 か ら 見 た 要 部 正 面 図 、 図 ３ は 同 船 尾 船 底

ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 、 図 ４ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 底 外 板

部 の 肥 大 度 を 説 明 す る た め の 図 、 図 ５ は 船 底 外 板 部 の 肥 大 度 に よ る 伴 流 速 度 分 布 を 示 す 説

明 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 船 体 １ ０ の 船 尾 に は 、 二 つ の 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ を 有 し

、 二 つ の 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 間 に は 、 船 尾 に 向 け て 傾 斜 を 持 っ て 立 ち 上 が る 船 底 外 板

部 １ ２ Ａ が 配 置 さ れ て い る 。 二 つ の 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ は 、 水 面 下 に 平 行 に 配 置 さ れ 、

船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 各 胴 部 の 中 心 軸 上 に プ ロ ペ ラ １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ を 備 え て い る 。

　 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に は ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 両 端 は

、 そ れ ぞ れ 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ に 、 固 定 取 付 構 造 で あ る 取 付 手 段 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を 差 し

込 む こ と で 固 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 取 付 手 段 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ に は 取 付 金 具 を 用 い る が 、

平 板 の 取 付 金 具 で 強 度 が 不 足 す る 場 合 に は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ か ら 取 付 金 具 を 取 る こ と も

で き 、 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ る 。 一 対 の 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 間 は 、 例 え ば ２ ０ メ ー ト

ル を 越 え る 場 合 も あ る こ と か ら 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 両 端 を 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ に 取 り

付 け る と と も に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 途 中 で 取 付 金 具 に よ っ て 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 固 定 し

て も よ い 。 ま た 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 両 端 を 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ に 取 り 付 け る こ と な く

、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 途 中 で 取 付 金 具 に よ っ て 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 固 定 し て も よ い 。

　 な お 、 プ ロ ペ ラ １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ は 、 互 い に 逆 方 向 に 回 転 す る 。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す よ

う に 、 船 体 １ ０ の 後 方 か ら 見 た 場 合 に 、 プ ロ ペ ラ １ ５ ａ は 時 計 回 り 、 プ ロ ペ ラ １ ５ ｂ は 反

時 計 回 り に 回 転 す る 。 こ の よ う に プ ロ ペ ラ １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ を 回 転 さ せ る こ と で 、 二 つ の 船

尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 間 の 上 向 き の 流 れ を 有 効 に 利 用 し て 推 進 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 適 し た 双 船 尾 船 の 船 体 １ ０ は 、 船 尾 肥 大 度 を

従 来 よ り 大 き く し て い る 。 図 に お い て 、 従 来 の 一 般 的 な 船 底 外 板 部 １ １ ２ を 破 線 で 、 本 実

施 形 態 に よ る 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ を 実 線 で 示 し て い る 。

　 図 ５ （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 に よ る 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ の 傾 斜 角 に よ っ て 生 じ る 伴 流 速 度 分

布 を 示 し 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 従 来 の 一 般 的 な 船 底 外 板 部 １ １ ２ の 傾 斜 角 に よ っ て 生 じ る 伴 流

速 度 分 布 を 示 し て い る 。 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） の 比 較 か ら 分 か る よ う に 、 プ ロ ペ ラ １ ５ ａ 、

１ ５ ｂ の 二 つ の 船 尾 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 間 に お け る 伴 流 が 図 ５ （ ａ ） の 方 が 増 加 し て い る

こ と が 分 か る 。 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に よ る 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ で は 伴 流 利 得 を 増 加 す る こ

と が で き る 。

　 こ こ で 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ の 傾 斜 角 が ２ ０ 度 以 上 で は 境 界 層 の 剥 離 が 顕 著 に な る た め 、

従 来 の 一 般 的 な 船 底 外 板 部 １ １ ２ の 傾 斜 角 は ２ ０ 度 未 満 と し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 船

底 外 板 部 １ ２ Ａ に お け る 最 大 傾 斜 角 を ２ ０ 度 以 上 と す る こ と で 伴 流 増 加 を 図 る と と も に 、

こ の 傾 斜 角 に よ っ て 生 じ る 二 次 元 剥 離 を ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ で 防 止 し て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ 、

前 縁 １ ３ ｆ を 船 底 基 線 Ｘ に あ わ せ て 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 船 底 基 線 Ｘ に

あ わ せ て 配 置 す る か 、 又 は 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り

時 だ け で な く 航 行 時 に も 障 害 物 と な る こ と は な い 。 図 ３ に お い て 、 Ｙ は プ ロ ペ ラ 軸 の 軸 心

線 を 示 し て お り 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 後 縁 １ ３ ｒ は プ ロ ペ ラ 軸 の 軸 心 線 Ｙ よ り も 下 方 に 位

置 す る 。

　 な お 、 剥 離 箇 所 に よ っ て ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 後 縁 １ ３ ｒ は 、 プ ロ ペ ラ 軸 の 軸 心 線 Ｙ よ り

も 上 方 に 位 置 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 曲 が り 板 の 単 板 構 造 で 構 成 し 、 単 板 構 造 の 凸 面 を 船 尾 側 と し て 設

け 、 前 縁 １ ３ ｆ よ り も 後 縁 １ ３ ｒ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 近 接 さ せ て い る 。 船 底 外 板 部 １ ２

Ａ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁 １ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ で 加 速 す る よ

う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 対 し て 仰 角 θ を 持 た せ て 設 け て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 単 板 構 造 の 凸 面 を 船 尾 側 と し て 設 け る こ と で 、 船 底 流 れ を 船
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底 外 板 部 １ ２ Ａ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ６ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形 態

と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ 、

前 縁 １ ３ ｆ を 船 底 基 線 Ｘ に あ わ せ て 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は 、 船 底 基 線 Ｘ に

あ わ せ て 配 置 す る か 、 又 は 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り

時 だ け で な く 航 行 時 に も 障 害 物 と な る こ と は な い 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は 、 平 板 の 単 板 構 造 で 構 成 し 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ と の 距 離 が 後 縁 １ ３

ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近 づ く よ う に 設 け て い る 。 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁

１ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ で 加 速 す る よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は

船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 対 し て 仰 角 θ を 持 た せ て 設 け て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ と の 距 離 が 後 縁 １ ３ ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近

づ く よ う に 設 け る こ と で 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外

板 部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ７ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形 態

と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ 、

前 縁 １ ３ ｆ を 船 底 基 線 Ｘ に あ わ せ て 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 、 船 底 基 線 Ｘ に

あ わ せ て 配 置 す る か 、 又 は 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り

時 だ け で な く 航 行 時 に も 障 害 物 と な る こ と は な い 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 、 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 曲 線 で あ る 翼 型 の 複 板 構 造 で 構 成 し 、

複 板 構 造 の 翼 型 中 心 線 の 凸 側 の 面 を 船 尾 側 と し て 設 け て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て も 、 船

底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁 １ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ

で 加 速 す る よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 対 し て 仰 角 を 持 た せ て 設 け て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 複 板 構 造 の 翼 型 中 心 線 の 凸 側 の 面 を 船 尾 側 と し て 設 け る こ と

で 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に お け る 二

次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ８ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形 態
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と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 ８ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ 、

前 縁 １ ３ ｆ を 船 底 基 線 Ｘ に あ わ せ て 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 、 船 底 基 線 Ｘ に

あ わ せ て 配 置 す る か 、 又 は 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り

時 だ け で な く 航 行 時 に も 障 害 物 と な る こ と は な い 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 、 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 直 線 で あ る 対 称 翼 型 の 複 板 構 造 で 構 成

し 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ と の 距 離 が 後 縁 １ ３ ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近 づ く よ う に 設 け て い る 。

船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁 １ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ

ｂ で 加 速 す る よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 対 し て 仰 角 θ を 持 た せ て 設

け て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ と の 距 離 が 後 縁 １ ３ ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近

づ く よ う に 設 け る こ と で 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外

板 部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ９ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形 態

と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ 、

ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 前 縁 １ ３ ｆ が 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 Ｍ よ り も 船 首

側 と な る 位 置 に 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 前 縁 １ ３ ｆ を

、 船 尾 部 １ １ ａ の プ ロ ペ ラ 軸 の 軸 心 線 Ｙ よ り も 下 方 に 位 置 す る よ う に 配 置 し て い る 。 ま た

、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 前 縁 １ ３ ｆ を 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド

ッ ク 入 り 時 だ け で な く 航 行 時 に も 障 害 物 と な る こ と は な い 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 曲 が り 板 の 単 板 構 造 で 構 成 し 、 単 板 構 造 の 凸 面 を 船 尾 側 と し て 設

け 、 前 縁 １ ３ ｆ よ り も 後 縁 １ ３ ｒ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 近 接 さ せ て い る 。 船 底 外 板 部 １ ２

Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁 １ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ で 加 速 す る よ

う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 対 し て 仰 角 θ を 持 た せ て 設 け て い る 。 　 な

お 、 最 大 傾 斜 箇 所 Ｍ が プ ロ ペ ラ 軸 の 軸 心 線 Ｙ よ り も 上 方 に 位 置 す る 場 合 に は 、 ス ラ ッ ト 板

１ ３ Ａ の 前 縁 １ ３ ｆ を 船 尾 部 １ １ ａ の プ ロ ペ ラ 軸 の 軸 心 線 Ｙ よ り も 上 方 に 位 置 す る よ う に

配 置 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 単 板 構 造 の 凸 面 を 船 尾 側 と し て 設 け る こ と で 、 船 底 流 れ を 船

底 外 板 部 １ ２ Ｂ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ｂ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 前 縁 １ ３ ｆ を プ ロ ペ ラ 軸 心 線 Ｙ よ り も 下 方 に 配 置 す る こ と に よ り 、 プ ロ ペ ラ 軸 上

部 の 伴 流 分 布 の 改 善 に 役 立 て る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ ０ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形
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態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ

、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ の 前 縁 １ ３ ｆ が 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 Ｍ よ り も 船

首 側 と な る 位 置 に 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ の 前 縁 １ ３ ｆ

を 、 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り 時 だ け で な く 航 行 時 に

も 障 害 物 と な る こ と は な い 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は 、 平 板 の 単 板 構 造 で 構 成 し 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ と の 距 離 が 後 縁 １ ３

ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近 づ く よ う に 設 け て い る 。 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁

１ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ で 加 速 す る よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ は

船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 対 し て 仰 角 θ を 持 た せ て 設 け て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ と の 距 離 が 後 縁 １ ３ ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近

づ く よ う に 設 け る こ と で 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外

板 部 １ ２ Ｂ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ｂ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ １ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形

態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ

、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ の 前 縁 １ ３ ｆ が 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 Ｍ よ り も 船

首 側 と な る 位 置 に 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ の 前 縁 １ ３ ｆ

を 、 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り 時 だ け で な く 航 行 時 に

も 障 害 物 と な る こ と は な い 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 、 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 曲 線 で あ る 翼 型 の 複 板 構 造 で 構 成 し 、

複 板 構 造 の 翼 型 中 心 線 の 凸 側 の 面 を 船 尾 側 と し て 設 け て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て も 、 船

底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁 １ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ

で 加 速 す る よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ は 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 対 し て 仰 角 を 持 た せ て 設 け て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 複 板 構 造 の 翼 型 中 心 線 の 凸 側 の 面 を 船 尾 側 と し て 設 け る こ と

で 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 二

次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ｂ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ ２ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形

態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 間 隙 を 持 た せ て 沿 わ せ

、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ の 前 縁 １ ３ ｆ が 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 Ｍ よ り も 船

首 側 と な る 位 置 に 配 置 す る 。 な お 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ の 前 縁 １ ３ ｆ

を 、 船 底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り 時 だ け で な く 航 行 時 に
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も 障 害 物 と な る こ と は な い 。

　 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 、 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 直 線 で あ る 対 称 翼 型 の 複 板 構 造 で 構 成

し 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ と の 距 離 が 後 縁 １ ３ ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近 づ く よ う に 設 け て い る 。

船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁 １ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ

ｂ で 加 速 す る よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ は 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 対 し て 仰 角 θ を 持 た せ て 設

け て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ と の 距 離 が 後 縁 １ ３ ｒ で 前 縁 １ ３ ｆ よ り 近

づ く よ う に 設 け る こ と で 、 船 底 流 れ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外

板 部 １ ２ Ｂ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ｂ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 次 に 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 に よ る 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ ３ は 同 船 尾 船 底 ス ラ ッ ト 付 き 船 舶 の 船 尾 側 の 要 部 側 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形

態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ２ 枚 の ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ を 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 間 隙 を 持 た せ て

沿 わ せ て い る 。

　 上 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 前 縁 １ ３ ｆ を 船 底 基 線 Ｘ に あ わ せ て 配 置 す る 。

な お 、 上 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 船 底 基 線 Ｘ に あ わ せ て 配 置 す る か 、 又 は 船

底 基 線 Ｘ よ り 上 方 に 位 置 さ せ て 配 置 す る こ と で 、 ド ッ ク 入 り 時 だ け で な く 航 行 時 に も 障 害

物 と な る こ と は な い 。

　 下 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 上 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 後 縁 １ ３

ｒ よ り も 、 下 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 前 縁 １ ３ ｆ を 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ よ り も

間 隙 を 大 き く し 、 上 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ に よ っ て 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 導 か れ

る 船 底 流 れ Ｚ ａ だ け で な く 、 上 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 外 方 流 れ も 船 底 外 板 部

１ ２ Ａ に 導 く こ と で 、 下 流 側 に 配 置 す る ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ の 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ を 加 速

さ せ て い る 。

　 二 つ の ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 、 曲 が り 板 の 単 板 構 造 で 構 成 し 、 単 板 構 造 の 凸 面 を 船 尾 側 と

し て 設 け 、 前 縁 １ ３ ｆ よ り も 後 縁 １ ３ ｒ を 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 近 接 さ せ て い る 。 船 底 外 板

部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ が 、 前 縁 １ ３ ｆ の 船 底 流 れ Ｚ ａ よ り 下 流 側 の 船 底 流 れ Ｚ ｂ で 加 速

す る よ う に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ は 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 対 し て 仰 角 を 持 た せ て 設 け て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 双 船 尾 船 の 船 尾 肥 大 度 を 従 来 よ り 大 き く し て も 、 二 次 元 剥 離 に よ

る 船 体 抵 抗 の 増 加 を 抑 え 、 プ ロ ペ ラ 振 動 を 防 止 し て 、 伴 流 増 加 に よ る 推 進 効 率 の 向 上 を 図

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 単 板 構 造 の 凸 面 を 船 尾 側 と し て 設 け る こ と で 、 船 底 流 れ を 船

底 外 板 部 １ ２ Ａ の 方 向 に 導 く こ と が で き 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す

る こ と が で き る 。

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ を 加 速 す る こ と で 船 底 外 板

部 １ ２ Ａ に お け る 二 次 元 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 二 つ の ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ を 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ に 沿 う 船 底 流 れ

の 方 向 に 設 け る 場 合 を 示 し た が 、 ３ つ 以 上 の 複 数 の ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ を 、 船 底 外 板 部 １ ２

Ａ に 沿 う 船 底 流 れ の 方 向 に 設 け て も よ い 。

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 曲 が り 板 の 単 板 構 造 で 構 成 し た ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ を 用 い た が 、

平 板 の 単 板 構 造 で 構 成 し た ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ 、 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 曲 線 で あ る 翼 型

の 複 板 構 造 で 構 成 し た ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ 、 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 直 線 で あ る 対 称 翼 型

10

20

30

40

50



(12) JP  5765680  B2  2015.8.19

の 複 板 構 造 で 構 成 し た ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ を 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ に 代 え て 用 い て も よ い 。 ま

た 、 こ れ ら ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ

を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 第 ５ の 実 施 形 態 か ら 第 ８ の 実 施 形 態 で は 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 最 大 傾 斜 箇 所 Ｍ に

お い て 剥 離 が 生 じ や す い こ と を 前 提 と し て 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ 、 ス ラ

ッ ト 板 １ ３ Ｃ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ に お け る 前 縁 １ ３ ｆ を 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ｂ に お け る 最 大

傾 斜 箇 所 Ｍ よ り も 船 首 側 と な る 位 置 に 配 置 し た が 、 あ ら か じ め 実 験 や シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に

よ っ て 二 次 元 剥 離 を 生 じ る 位 置 を 求 め 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ 、 ス ラ ッ ト

板 １ ３ Ｃ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ に お け る 前 縁 １ ３ ｆ が 、 船 底 外 板 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ に 沿 う 船

底 流 れ が ２ 次 元 剥 離 を 起 こ す 箇 所 よ り も 船 首 側 と な る 位 置 に 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ 、 ス ラ ッ

ト 板 １ ３ Ｂ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ を 設 け る こ と も 有 効 で あ る 。

　 ま た 、 固 定 取 付 構 造 で あ る 取 付 手 段 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 断 面 形 状 は 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ａ を

用 い る 場 合 に は 曲 が り 板 の 断 面 形 状 、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｂ を 用 い る 場 合 に は 平 板 の 断 面 形 状

、 ス ラ ッ ト 板 １ ３ Ｃ を 用 い る 場 合 に は 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 曲 線 で あ る 翼 型 形 状 、 ス

ラ ッ ト 板 １ ３ Ｄ を 用 い る 場 合 に は 翼 型 断 面 の 厚 さ の 中 心 線 が 直 線 で あ る 対 称 翼 型 形 状 と す

る こ と が 好 ま し い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 発 明 は 、 二 つ の 船 尾 部 に そ れ ぞ れ プ ロ ペ ラ を 備 え た 双 船 尾 船 だ け で な く 、 Ｐ Ｏ Ｄ 推 進

器 を 用 い た 双 船 尾 船 に お い て も 性 能 を 改 善 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 １ ０ 　 船 体

　 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 　 船 尾 部

　 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ 　 船 底 外 板 部

　 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ 、 １ ３ Ｃ 、 １ ３ Ｄ 　 ス ラ ッ ト 板

　 １ ３ ｆ 　 前 縁 　

　 １ ３ ｒ 　 後 縁

　 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 　 取 付 手 段

　 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 　 　 プ ロ ペ ラ

　 Ｘ 　 船 底 基 線

　 Ｙ 　 プ ロ ペ ラ 軸 の 軸 心 線

　 Ｚ ａ 、 Ｚ ｂ 　 船 底 流 れ
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